
第４学年１組 社会科学習指導案

平成２６年１１月２８日（金）

授業者 岩田 信之

児童数 男子１６名 女子１２名 計２８名

１ 単元名 わたしたちの埼玉県

「（２）まちのよさを生かした人々のくらし～和紙のふるさと小川町～」

２ 小単元について

（１）ＷＥＢ上では掲載しません。

（２）本小単元は、小学校学習指導要領社会編第３学年及び第４学年の目標（２）の内容（６）を受

けて設定したものである。特に、「県内の特色ある地域の人々の生活」を調べることを通して、自

分たちの住んでいる県の特色を考えることがで｡きるようにすることをねらいとしている。

本小単元を進めていく際には、小単元の導入である「つかむ」過程で、和紙と洋紙を比べる活

動を取り入れる。実際に和紙に触れたり、やぶいてみたりすることで普段使っている洋紙との違

いに気付かせることで、どのように作られているのだろう、和紙の強さの秘密は何だろうという

疑問をもたせる。さらに、和紙で作られた服を着てみたり小川和紙が皇居のふすまに使われてい

る事実を知らせたりすることで和紙の価値に気付かせ、和紙への興味・関心を高めていく。その

上で、「和紙のふるさと」と呼ばれている小川町の観光客数が平成に入って増加した要因を予想さ

せる。予想の際には、前単元（１）まちのよさを生かした人々のくらし～蔵造りの街並みを生かす

川越市～」で得た「地域の人や市役所が協力して蔵造りの街並みを生かしたまちづくりをしてきた」

という見方を生かして予想させる。小川町の観光客数が増加した要因を予想することで、問題意識

を高め、学習内容を自分のこととした上で単元全体の学習問題「小川町の人々はどのようにして和

紙を生かしたまちづくりをしているのだろうか｡」を設定する。

「調べる」過程では、和紙を生かした町づくりについて多面的に見ることができるように「伝

統工芸会館」、「町役場、商工会議所」、「職人さんや地域の人々、ボランティアの方」の視点から

調べていく。第５～７時では、小川町にある伝統工芸会館への見学を取り入れ、手漉き和紙の体

験や職人さんへの聞き取り調査を行う。手漉き和紙の体験活動や職人さんと実際に触れあう活動

は、子どもたちが楽しみにしている活勣であり、学習内容に対してより興味・関心を高める活動

であると考える。職人さんへの聞き取り調査の際には、和紙づくりについてだけではなく、和紙

を生かした町づくりについても質問できるように、あらかじめ見学計圃を立てておくようにする。

見学後には、友達と感想を交流したり体験したことを絵や言葉で新聞に表したりして再構成する

ことで、体験を学習経験へと高めていく。その後、「町役場、商工会議所」、「職人さんや地域の人々、

ボランティアの方」の取組についても、小川町のパンフレットやホームページ等を活用して調べて

いく。また、本単元の学習中に細川紙が世界無形文化遺産などに登録されることから、登録に向け

た取り組みや新聞・テレビ報道等も取り上げていく。子どもたちにとってまさに今学習している細

川紙の世界無形文化遺産登録を取り上げることは、社会的事象を身近に感じさせ、問題を自分のこ

ととしてとらえさせることに役立つと考える。さらには、紙衣や手漉き和紙の未来展など、現代の

くらしに生かそうとする取り組みも紹介していくことで、和紙を身近に感じさせていきたい。



第１０時では、小川和紙の直面する問題について扱う。特に、後継者問題や需要の減少といった

問題の解決に向けた町や職人さんの取り組みを具体的に調べさせることで、伝統の保護・継承の難

しさについて考えさせたい。また、生産量や消費量が減少する中で小川和紙のブランド化と低価格

化による大衆化という役割を担っているのが機械漉き和紙である。需要を増やすための機械漉き和

紙職人さんの新たな商品の開発や努力についても取り上げていく。

「まとめる・生かす」過程では、これまで調べてきた「伝統工芸会館」、「町役場、商工会議所」、

「職人さんや地域の人々、ボランティアの方」の和紙を生かしたまちづくりについての関係図を作

成することで、相互の関連性を考えられるようにする。第１１時では、これまで調べてきたことを

立場ごとに振り返って整理し、個人で関係図を作成する。「伝続工芸会館」、「町役場・商工会議所」、

「職人さんや地域の人々、ボランティアの方」のかかわりを矢印で表現させ、矢印の意味を具体的

に書かせることで調べた事実に基づく関係図を作成させていく。第１２時では個人で作成した関係

図を基に学級全体で意見交流し、学級で１枚の関係図にまとめていく。そして、学級全体で作成し

た関係図を基に学習問題の結論を考えていく。学習問題の結論を考える際にはぺアでの意見交流や

学級全体での意見交流を取り入れ、より公正な結論が導き出せるようにする。その後、第１３時で

は川越市と小川町の学習で獲得した「地域の人々や市役所・町役場の人が協力して伝統や文化を保

存し活用している」という見方を生かして、県内の他地域の事例を調べ、県内の他地域についても

同じであることに気付いていく。

３ 小単元の目標と評価規準

小川町の人々の生活の様子に関心をもち、地図や写真資料、見学や聞き取り調査などを活用して意欲

的に調べ、関係図にまとめる。また、地場産業である和紙づくりのさかんな小川町の人々の生活の様子

及び国内の他地域や外国とのかかわりをもっていることについて理解し、小川町の特色について思考・

判断したことを言語などで適切に表現する。
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